




















































































第 2 位が長崎県出身者で 258 名であった。





















  大村仮校舎での授業風景            大村仮校舎・正法寺  
 
 その後、1917 年に新校舎「虹橋路校舎」が現地上海に落成したが、1932（昭和 7）年に勃発
した第一次上海事変では長崎に一時引揚げた。さらに日中全面戦争勃発直後の 1937 年 10 月
に長崎の女子師範学校（現在の桜馬場中学校）を仮校舎として授業を継続することになった。 














 10 月 18 日、東亜同文会津田静枝常務理事臨席のもと、長崎旧女子師範校舎（現在の桜馬
場中学校）を使用する形で仮校舎の開院式が挙行された。近衞文麿東亜同文会会長、外務














                        











































                     























                     
 
 















                           










 東亜同文書院は 1938（昭和 13）年 4 月に上海の交通大学を臨時校舎として使用することと
なり、4 月 8 日・12 日・14 日の 3 回にわたり教職員とその家族、学生たちは長崎を出発した。そ
































『長崎新聞』1938（昭和 13）年 4 月 7 日 
上海へ復帰する書院生たちを乗せた長崎丸 














 本間は 1891（明治 24）年に山形県で生まれ、東京帝国大学を卒業、判事を務めた後に学問
の世界に転じた。東京商科大学教授などを経て 1940 年東亜同文書院大学に赴任。そして大
戦末期に学長に就任したが、1946 年 3 月に日本へ引揚げた後、旧同文書院教職員たちの尽
力も得て、国内で大学再建を目指し奔走を始める。その候補地として、東亜同文書院卒業生
がいた大分県別府市も挙がっていたが、愛知県豊橋市にあった旧陸軍の学校跡を利用する形
で、1946 年 11 月に愛知大学を設立したのである。なお、「東亜同文書院大学」としなかった理





















































長崎 福岡 佐賀 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄










 愛知大学の卒業生は今日までに 13 万人以上を数える。実業の世界で活躍する者、市町村
役場や首長として活躍する者など多岐にわたるが、ここではその中から、有名な写真家で長崎
県とも縁が深かった東松照明氏を紹介する。 












年のように長崎を訪れるようになった。原爆と向かい合った仕事は『11 時 02 分 NAGASAKI』を
はじめとする写真集に結実していった。 
 さらに 1998 年には長崎に一時移住して写真家としての活動を精力的にこなしつづけたが、沖
縄に戻ったのち 2012 年 12 月 14 日にこの世を去った。 
